
５
、
６
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

５
、
６
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

倉
田
小
で
は
毎
年
、
冬
休
み
明
け

に
書
き
初
め
大
会
を
開
催
し
て
い

る
。
今
年
度
は
１
月

日
に
行
わ
れ

た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に
、
低
学
年
、

中
学
年
、
高
学
年
に
分
か
れ
て
書
き

初
め
を
行
っ
た
。

高
学
年
の
書
き
初
め
大
会
で
は
、

校
長
先
生
か
ら
書
き
初
め
の
起
源
に

つ
い
て
の
お
話
を
聞
い
た
。
１
６
０

０
年
前
の
平
安
時
代
か
ら
続
い
て
い

て
、
年
の
初
め
に
字
を
書
く
こ
と
で

字
が
う
ま
く
な
る
よ
う
に
願
う
も
の

だ
っ
た
。
お
話
を
聞
い
た
５
、
６
年

生
は
「
き
れ
い
な
字
を
書
こ
う
」
と

気
合
が
入
っ
た
よ
う
だ
。

そ
し
て
、
書
き
初
め
大
会
が
始
ま

っ
た
。
全
員
が
集
中
し
、
納
得
の
い

く
字
が
書
け
る
ま
で
何
度
も
何
度
も

字
を
書
き
続
け
て
い
た
。
途
中
に
下

学
年
が
見
学
に
来
て
も
、
全
く
気
に

す
る
こ
と
な
く
、
静
か
に
集
中
し
た

時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

約

分
の
書
き
初
め
大
会
が
あ
っ

と
い
う
間
に
終
わ
り
、
全
員
が
納
得

の
い
く
字
を
書
け
て
満
足
そ
う
に
し

て
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
倉
田
小
の

伝
統
と
し
て
、
書
き
初
め
大
会
を
続

け
て
い
き
た
い
。

集中して書き初めする児童

書き初め
大会

ルール守
って楽しく学習ルール守
って楽しく学習

学 校 概 要

【
学
校
名
】
鳥
取
市
立
倉
田
小
学
校

【
所
在
地
】
鳥
取
市
八
坂

番
地
１

【
校
長
名
】
伹
住
文
章

【
児
童
数
】
１
０
５
人

【
校
訓
】
勉
学

根
気

親
切

【
教
育
目
標
】

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し

た
く
ま
し
く

し
な
や
か
に

未
来
を
拓ひ

ら

く
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｄ
Ａ
っ
子
の
育
成
」
〜
「
こ
こ
ろ
」
で

つ
な
が
る
学
級
づ
く
り

「
こ
と
ば
」

で
つ
な
ぐ
授
業
づ
く
り
を
通
し
て
〜

【
目
指
す
学
校
の
姿
】

「
チ
ー
ム
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ

心
を
一
つ

に

笑
顔
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
学
校
」

（明治５）年 八幡神社付近に八幡尋常小学

校を設立八頭郡河原町円通寺

単務学校として円通寺簡易小

学校を設立

（明治 ）年 数津・叶を分離して円通寺を

併せ、現在地に倉田尋常小学

校創設

（大正５）年 農業補習学校併設

（大正 ）年 高等科設立（校名・岩美郡倉

田尋常高等小学校）

（昭和 ）年 国民学校令により岩美郡倉田

国民学校と改名

（昭和 ）年 岩美郡倉田村立倉田小学校と

改称、ＰＴＡ結成

（昭和 ）年 邑法第二中学校開設（小学校

北校舎）

（昭和 ）年 体育館新設

（昭和 ）年 鉄筋３階南校舎落成

（昭和 ）年 文部省、県教委、市教委指定

同和教育研究発表大会（ 、

年度）

（昭和 ）年 プール新設

（昭和 ）年 鉄筋３階東校舎落成

（昭和 ）年 創立 周年記念行事開催

（平成元）年 体育館完成 観察池・飼育小屋

完成 心身障害児学級再設置

（平成２）年 校舎増築、創立100周年記念

式典

（平成９）年 校庭拡張工事完成

（平成 ）年 創立110周年記念式典・イベ

ント、文部省指定人権教育研

究推進校発表会

（平成 ）年 創立120周年記念式典

（令和２）年 創立130周年記念式

沿 革 （主なもの）

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
活
用
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

倉
田
小
は
、
毎
年
５
年
生
が

千
代
川
の
「
水
生
生
物
に
よ
る

水
質
の
簡
易
調
査
」
を
し
て
い

る
。
２
０
２
２
年
は
、
７
月
１

日
に
千
代
川
に
か
か
る
「
源
太

橋
」
の
下
で
、調
査
を
行
っ
た
。

こ
の
調
査
は
、
「
そ
の
川
に
す

む
生
物
で
水
の
き
れ
い
さ
を
判

別
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
の
も
と
、
１
９
８

４
（
昭
和

）
年
か
ら
続
い
て

お
り
、

年
と
い
う
長
い
歴
史

が
あ
る
。

５
年
生
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
着

け
、
た
く
さ
ん
の
石
を
ひ
っ
く

り
返
し
な
が
ら
調
査
を
行
っ
た

石
の
下
に
は
、
川
が
き
れ
い

だ
と
い
う
こ
と
を
示
す
カ
ゲ
ロ

ウ
の
幼
虫
や
カ
ワ
ゲ
ラ
な
ど
の

生
物
が
見
つ
か
っ
た
。
水
質
の

悪
い
川
に
す
む
生
物
は
一
匹
も

い
な
か
っ
た
。
こ
の
調
査
で
千

代
川
が
と
て
も
き
れ
い
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
５
年
生

は
「
ご
み
が
落
ち
て
い
た
ら
拾

い
た
い
」
「
こ
の
き
れ
い
な
川

を
守
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

感
じ
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
も
千
代
川
を
、
そ

し
て
、
倉
田
の
自
然
を
き
れ
い

に
保
っ
て
い
く
こ
と
の
大
事
さ

を
実
感
し
た
体
験
だ
っ
た
。

刈り取った稲を束ねる児童

新記録で盛り上がった大縄大会

倉田小の体

育館で2022年

月 日、音楽

ワークショップが

行われた。講師は上

萬雅洋先生だった。

下学年は となりのト

トロ 上学年は 君を

のせて の曲を合奏した

この日に向けて、下学

年も上学年も一生懸命に

練習をしていたが、みん

なでそろって演奏をする

のは初めてだった。

最初はなかなか音がそ

ろわず うまく合奏がで

きるかな と感じられた

しかし 上萬先生に教

えていただくと、きれ

いな音色がたくさん

出るようになった。

ピアノ 鍵盤ハー

モニカ リコーダー アコ

ーディオン 鉄琴 木琴

小太鼓など音が重なって

いくのが分かった。

最後の合奏では、練習

した成果が発揮でき、す

てきな音色が体育館いっ

ぱいに響いていた。教え

てくださった上萬先生は

「みんなの心が一つにな

りすばらしい合奏になっ

た」と話しておられた。

今回の体験を通して、

音楽のすばらしさや協力

することの大切さを学ん

だ。これからもみんな

で協力して生活して

いきたい。

す
て
き
な
音
色
を
響
か
せ
た
合
奏

音
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

水
生
生
物
に
よ
る
水
質
調
査

川にすむ生物を調査する児童

保ち続ける千代川の自然

委
員
会
活
動

あ
ふ
れ
る
ア
イ
デ
ア

楽
し
い
学
校
生
活

倉
田
小
で
は
委
員
会
活
動
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
ア
イ
デ
ア

あ
ふ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
活
動

が
た
く
さ
ん
あ
る
。

今
年
度
は
、
運
営
委
員
会
の

「
七
夕
ロ
ー
ド
」
や
「
時
間
を

守
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
、
図

書
委
員
会
の
「
読
書
ま
つ
り
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ

た
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
月

日
の

健
康
委
員
会
が
企
画
し
た
大
縄

大
会
だ
。
大
縄
大
会
で
は
、
各

学
年
で

８
の
字
跳
び

に
挑
戦

し
た

ど
の
学
年
も
跳
ぶ
順
番

や
縄
の
回
し
方
を
工
夫
す
る
な

ど
、
休
憩
時
間
に
最
高
記
録
を

目
指
し
て
練
習
を
し
て
い
た
。

本
番
で
は
、
各
学
年
の
熱
い

思
い
が
体
育
館
に
広
が
っ
て
い

た
。
多
く
の
学
年
が
新
記
録
を

出
す
な
か
、
６
年
生
の
「
３
２

３
回
」
と
い
う
す
ば
ら
し
い
記

録
に
会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
各
委
員
会
で

た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
、
み
ん
な
が
楽
し
い
と

思
え
る
学
校
に
し
て
い
き
た
い

倉田小では毎年５、６年生が米づくりを体験している。2022

年５月 日には、地域ボランティアの横山隆男さんの指導のも

と、田植えを行った。みんなで声をかけ合いながら協力して苗

を植え、大きく成長するよう願った。

そして、９月 日、稲刈りを迎えた。春に植えた小さな苗は

大きく育ち、たくさんの穂をつけていた。太く育った稲の株を

鎌で刈り、束ねるのはとても大変だったが、協力して収穫を行

い、豊作を喜んだ。

収穫した米に「倉田米」と名づけ、学習発表参観日の後、保

護者の方や地域の方に日頃の感謝の気持ちを込めてプレゼント

をした。家でお米を食べた５年生は「もっちりとしていておい

しかった」「つやつやと輝いていた」と感想を述べていた。

これからも、「米づくり」の学習を大切にしていきたいと思

っている。横山さんのようにすばらしい方がおられる「ふるさ

と倉田」を誇りにし、これからも大切にしていきたい。

米づくり体験

なかよし集会

倉
田
小
は
、
２
０
２
２
年
７

月
に
４
年
生
と
２
年
生
、
９
月

に
５
年
生
と
３
年
生
、

月
に

６
年
生
と
１
年
生
が
企
画
し
た

「
な
か
よ
し
集
会
」
を
行
い
、

全
校
の
絆
を
深
め
た
。

な
か
よ
し
集
会
は
、
上
学
年

と
下
学
年
が
協
力
し
て
準
備
や

運
営
を
行
っ
て
い
る
。１
、２
、

３
年
生
も
、
司
会
や
代
表
の
あ

い
さ
つ
な
ど
を
担
当
す
る
倉
田

小
だ
け
の
特
別
な
取
り
組
み

だ
。９

月

日
に
行
わ
れ
た
５
年

生
と
３
年
生
が
企
画
し
た
集
会

で
は
、
倉
田
地
区
の
宝
で
あ
る

Ａ
ｘ
ｉ
ｓ
バ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア

ム

を
会
場
に
し
て

三
択
ク
イ

ズ
大
会
や
ボ
ー
ル
送
り
リ
レ

ー

し
っ
ぽ
取
り
を
行
っ
た

保

護
者
の
方
や
地
域
の
方
も
数
多

く
見
に
来
ら
れ
て
い
て
、
た
く

さ
ん
応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

な
か
よ
し
集
会
を
企
画
し
た

５
年
生
は
「
準
備
が
大
変
だ
っ

た
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
笑
顔
に

な
れ
た
」
、
３
年
生
は
「
５
年

生
と
協
力
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
な
か
よ
し
集

会
」
を
通
し
て
、
み
ん
な
の
絆

を
深
め
て
い
き
た
い
。

なかよし集会を楽しむ児童

倉
田
小
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
活
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。
上
学
年
は
、
タ
イ
ピ
ン
グ

が
と
て
も
上
手
で
、
鉛
筆
で
文

字
を
書
く
よ
り
も
文
章
を
速
く

入
力
で
き
る
人
も
多
い
。

授
業
で
は
、
自
分
の
考
え
を

文
章
に
し
て
リ
ポ
ー
ト
を
書
い

た
り
、
写
真
や
グ
ラ
フ
な
ど
を

取
り
入
れ
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
資
料
を
作
成
し
た
り

し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
プ
レ
ッ

ド
シ
ー
ト
を
使
っ
て
表
に
ま
と

め
る
な
ど
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
使
っ
て
い
る
。
家
庭
学
習
で

も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
や
自

主
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
委
員
会
活
動
で
は
、

ポ
ス
タ
ー
や
活
動
を
紹
介
す
る

動
画
の
作
成
な
ど
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
し
て
い
る
。

今
ま
で
２
年
間
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
き
た
６
年
生
は
「
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
う
と
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
や
す
い
」
「
み
ん

な
と
共
有
し
て
使
え
る
の
で
、

グ
ル
ー
プ
学
習
に
役
立
つ
」
と

感
じ
て
い
る
。

ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
学

習
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

（１８）２０２３年 (令和５年 )３月６日　月曜日( 第３種郵便物認可 ) （１８）２０２３年 (令和５年 )３月６日　月曜日( 第３種郵便物認可 )


